
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
表

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

附

則

附

則

（
法
第
十
二
条
第
三
項
及
び
第
二
十
条
第
一
項
の

割
合
の
算
定
に
当
た
り
算
入
す
べ
き
保
険
給
付
の

額
及
び
特
別
支
給
金
規
則
の
規
定
に
よ
る
特
別
支

給
金
の
範
囲
に
関
す
る
特
例
）

（
法
第
十
二
条
第
三
項
及
び
第
二
十
条
第
一
項
の

割
合
の
算
定
に
当
た
り
算
入
す
べ
き
保
険
給
付
の

額
及
び
特
別
支
給
金
規
則
の
規
定
に
よ
る
特
別
支

給
金
の
範
囲
に
関
す
る
特
例
）

第
七
条

当
分
の
間
、
第
十
八
条
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中「
、
介
護
補
償
給
付
」

と
あ
る
の
は
「
、
障
害
補
償
一
時
金
、
遺
族
補
償

一
時
金
、
葬
祭
料
、
介
護
補
償
給
付
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
し
、
同
条
第
二
項
の
額
の
算
定
は
、

同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
保
険
給
付
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め

る
額
（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
等
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
三
十
一
年
厚
生
労

働
省
令
第
六
十
四
号
。
次
項
に
お
い
て
「
平
成
三

第
七
条

当
分
の
間
、
第
十
八
条
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中「
、
介
護
補
償
給
付
」

と
あ
る
の
は
「
、
障
害
補
償
一
時
金
、
遺
族
補
償

一
時
金
、
葬
祭
料
、
介
護
補
償
給
付
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
し
、
同
条
第
二
項
の
額
の
算
定
は
、

同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
保
険
給
付
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め

る
額
（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
等
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
三
十
一
年
厚
生
労

働
省
令
第
六
十
四
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
（
労

十
一
年
改
正
労
災
則
」
と
い
う
。）附
則
第
二
条
第

一
項
（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
等
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
二
年
厚
生
労
働
省

令
第
七
十
号
。
次
項
に
お
い
て
「
令
和
二
年
改
正

労
災
則
」
と
い
う
。）附
則
第
四
条
、
労
働
保
険
の

保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
二
年
厚
生
労
働
省
令

第
百
八
十
二
号
。
次
項
に
お
い
て
「
令
和
二
年
改

正
徴
収
則
」
と
い
う
。）附
則
第
二
条
及
び
労
働
者

災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
（
令
和
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
八

号
。
次
項
に
お
い
て
「
令
和
三
年
改
正
労
災
則
」

と
い
う
。）附
則
第
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る

額
に
加
え
た
額
を
除
く
。）と
す
る
こ
と
に
よ
り
行

う
も
の
と
す
る
。

働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
（
令
和
二
年
厚
生
労
働
省
令
第
七
十

号
）
附
則
第
四
条
、
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収

等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令（
令
和
二
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
八
十
二
号
）

附
則
第
二
条
及
び
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行

規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
三
年
厚

生
労
働
省
令
第
五
十
八
号
）
附
則
第
四
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
同
項

第
二
号
に
掲
げ
る
額
に
加
え
た
額
を
除
く
。）と
す

る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

障
害
補
償
年
金

同
一
の
事
由
に
つ
い
て
労

災
保
険
法
第
八
条
に
規
定
す
る
給
付
基
礎
日
額

を
平
均
賃
金
と
み
な
し
て
労
働
基
準
法
第
七
十

七
条
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
障
害
補
償
の
額
に
相
当

す
る
額
（
当
該
事
由
が
平
成
二
十
三
年
三
月
十

一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

（
以
下「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」と
い
う
。）

に
伴
う
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
額
に
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
率
（
以
下
「
災
害
に
係
る

調
整
率
」
と
い
う
。）を
乗
じ
て
得
た
額
と
し
、

当
該
事
由
が
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患

者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年

法
律
第
百
十
四
号
）
第
六
条
第
七
項
第
三
号
に

規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以

下「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」と
い
う
。）

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
額
に
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
（
以
下
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
調
整
率
」
と
い

う
。）を
乗
じ
て
得
た
額
）

一

障
害
補
償
年
金

同
一
の
事
由
に
つ
い
て
労

災
保
険
法
第
八
条
に
規
定
す
る
給
付
基
礎
日
額

を
平
均
賃
金
と
み
な
し
て
労
働
基
準
法
第
七
十

七
条
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
障
害
補
償
の
額
に
相
当

す
る
額
（
当
該
事
由
が
平
成
二
十
三
年
三
月
十

一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

（
以
下「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」と
い
う
。）

に
伴
う
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
額
に
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
率
（
以
下
「
災
害
に
係
る

調
整
率
」
と
い
う
。）を
乗
じ
て
得
た
額
）

二

遺
族
補
償
年
金

同
一
の
事
由
に
つ
い
て
労

災
保
険
法
第
八
条
に
規
定
す
る
給
付
基
礎
日
額

を
平
均
賃
金
と
み
な
し
て
労
働
基
準
法
第
七
十

九
条
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に

二

遺
族
補
償
年
金

同
一
の
事
由
に
つ
い
て
労

災
保
険
法
第
八
条
に
規
定
す
る
給
付
基
礎
日
額

を
平
均
賃
金
と
み
な
し
て
労
働
基
準
法
第
七
十

九
条
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報

二

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
の
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に
人
事

管
理
に
関
す
る
省
令
第
十
四
条
の
二

三

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
独
立
行
政
法
人
国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
の
業
務
運

営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
省
令
第
十
一
条
の
二

四

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
の
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並

び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
省
令
第
十
六
条
の
二

五

第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
の
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計

並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
省
令
第
十
四
条
の
二

六

第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全
機
構
の
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び

に
人
事
管
理
に
関
す
る
省
令
第
十
三
条
の
二

七

第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
の
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に
人
事

管
理
に
関
す
る
省
令
第
十
三
条
の
二

八

第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
の
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並

び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
省
令
第
十
三
条
の
二

九

第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
の
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び

に
人
事
管
理
に
関
す
る
省
令
第
十
三
条
の
二

十

第
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
高
度
専
門
医
療
に
関
す
る
研
究
等
を
行
う
国
立
研
究
開
発
法
人
の
業
務
運

営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
省
令
第
十
一
条
の
二

〇
厚
生
労
働
省
令
第
十
九
号

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
十
二
条
第
三
項
及
び
第
二

十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
一
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

後
藤

茂
之


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